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デジタル時代に何が変わるのか？

デジタル時代の幕開けの中で、今世の中で何が起こっているのでしょうか？
それはまさに「業際の崩壊」ではないでしょうか……。

「インターネットTV」の誕生で、パソコンとテレビの壁がなくなりました。
「携帯電話」がカメラの機能を持って久しいのは皆さんよくご存知のことで
す。今では「携帯電話」は単なる電話機能ではなく「メール」や「ゲーム
機」として、さらには不特定多数の人とコミュニケーションできる「ツイッ
ター」や「ソーシャル・ゲーム」に利用されています。そして、アップル
の「iPhone」「iPod」「iPad」などは、携帯電話・携帯音楽プレーヤー・書
籍・AVソフト・ゲーム・PCの機能をすべて持ち合わせる多機能端末となっ
ています。そして、「電子書籍」の誕生で出版業界も大慌てです。

ゲームソフト業界でも、「任天堂DS」が、ゲームの枠を超えて「料理・
冠婚葬祭」など、生活に役立つソフトをそろえることで、購入層を画期的
に拡げることに成功しました。「任天堂Wii」も「スポーツ」や「フィット
ネス」などのソフトをそろえ、TVゲームを個人から家族で遊べるものに
して、ファン層の拡大に成功しました。それは、「自宅がゲームセンター」
になるということで、ゲームセンターの来店客数が減少するという現象を
生み出しました。

また、最近話題の「電気自動車」の誕生によって、将来、家電メーカー
の自動車業界参入が可能になるはずです。「パナソニック」製の自動車が
街を走るのも遠くないかもしれません。

こうしてみると、近未来では「○○業界」といった考え方は、まったく
意味を持たなくなりそうです。まさに業界の壁を越えての「主導権」争い
の時代を迎えている、ということではないでしょうか。

わが国の経済が将来どれだけ成長できるかは、まさにこうした業界の壁
を越えた主導権争いの中で、日本企業がどれだけ「デファクト・スタン
ダード」を獲得できるかの勝負にかかっているのではないでしょうか？　
日本は「個々の技術」は群を抜いて優れているにもかかわらず、「ビジネ
スモデル」をつくり上げるのが下手だといわれています。

「出でよ！　構想を描ける真のビジネスマン！」と叫びたい気持ちです。
　これからは、まさに国際舞台での「民間活力」のガチンコ勝負なのです。


